
講座概要：薬学では薬を造ることが一つの夢です。がんの痛みを抑えるため
にモルヒネのような麻薬性鎮痛薬を用いますが、副作用として便秘が現れま

す。私はこの便秘を未然に防ぐ薬の開発に取り組み、製薬会社と共にナルデ

メジンという薬を開発し、現在広く使用されています。一方、薬物依存の研究

は学生時代からライフワークとしており、米国薬物依存研究所にも留学しまし

た。今回は痛み治療に医療用麻薬を適切に使えば依存にならないことをご紹

介します。 

 
 

 

湘南医療大学 

市民公開講座 

講師     鈴木 勉 

湘南医療大学薬学部 学部長 

星薬科大学卒業 

星薬科大学薬品毒性学教授を経て、2021年より本学薬学部長として着任。 

世界保健機構（WHO）薬物依存専門委員会委員を 2002年から 15年勤め、 

日本私立薬科大学協会より 2013年に教育賞を受賞。 

 

湘南医療大学では教育・研究の成果を広く社会に開放し 

地域社会への貢献を通して地域の健康増進に資するため、公開講座を開設しております。 

 

がんの痛み治療と麻薬性鎮痛薬 
日時：6月 28日（土）11:00～ 

場所：湘南医療大学 薬学部棟 8階講義室 

《問い合わせ先・申込》 

湘南医療大学地域連携室 
〇電話 

TEL：045-821-0109 
〒244-0806 神奈川県横浜市戸塚区上品濃 16-48 

【土・日・祝を除く 9：00～17：00】 

〇インターネット 

URL：https://sums.ac.jp/html/member_of_society/event/ 

 

《アクセス》 

①JR 東戸塚駅より徒歩 15 分 
②東戸塚駅西口よりシャトルバス 5 分 
 ※ふれあい東戸塚ホスピタル巡回バス利用 
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